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G O AL

松  尾   芭   蕉   が   、1 6 7 7   年   か   ら 3   年   間   こ

の   地   に   住   ん で   い   た   そ   う  で   す  。

1 7 5 0 年 に 芭 蕉 の 供 養 の た め に 、

芭 蕉 の 真 筆 の 短 冊 を 埋 め て 作 ら

れ   た 「  さ   み   だ   れ   塚   」 が   建   立   さ   れ   今

も   残 っ て い ま す 。

目 白 台 の 地 名 の 由 来 と な っ た 。

目 白 不 動 尊 が 、 以 前 文 京 区 目 白

坂 に あ り ま し た 。

第 二 次 世 界 大 戦 で 被 害 を う け 、

現 在 は 豊 島 区 に 移 転 し ま し た 。

豊 島 区 と 文 京 区 と の 間 を 流 れ て い

た   河   川   で   、 現   在   は   暗   渠   で   す   。

護 国 寺 か ら 江 戸 川 橋 の 首 都 高 速 の

下 あ た り を   流   れ て い た よ う で す 。

江 戸 川 橋 駅

芭 蕉 庵

弦 巻 川

① 江 戸 川 公 園
神 田 上 水 取 水 口 「 大 洗 堰 」

音 羽 地 域 活 動 セ ン タ ー

跡   地   に   、 平   成  3  1   年   に   保

育 園 と 育 成 室 が 出 来 る

予   定   で   す 。

え   び   さ   わ   は   、 こ   れ   か   ら   も

待 機 児 対 策 に し っ か り 取

り 組   ん で   い   き   ま   す 。

S T A R T
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集 合 写 真 ： 江 戸 川 公 園 に て文 京 探 索 委 員 会 　 h t t p: / / e bi s a w a k ei k o. c o m / t a n s a k u /

文   京   区   関   口 2 - 1

文 京 探 索 委 員 会

2 0 1 8. 4. 1 4   江 戸 川 橋 ～ 茗 荷 谷

文 化 と 歴 史 に 恵 ま れ た 文 京 区 。 気 に な る と こ ろ に 寄 り 道 し な が ら 、

見 て 、 食 べ て 、 勉 強 し て … 散   策 を し な が ら 文   京 区 を 丸 ご と 足 で 楽 し む

活 動 で す 。 文 京 区 が 好 き な 人 、 文 京 区 に 住 ん で い る 人 、 老 若 男 女 、

み ん な で わ い わ い し ま せ ん か 。

神 田 上 水 は 、 井 の 頭 池 を 水 源

と し 、 明 治 3 4 年 に 閉 鎖 さ れ

る   ま   で   江   戸 ・ 東   京   に   飲   用   水   を

供 給 。 大 滝 橋 近 く に 大 洗 堰 が

設   け   ら   れ   、 こ   こ   で   神

田 上 水 の 水 位 を 上

げ   、 上   水   路   を   通   し   て

小 石 川 の 水 戸 藩 上

屋 敷 に 水 を 入 れ 、

余 っ た 水 は 神 田 川

に 流 し て い た 。

文 京 探 索 委 員 会 は 文 京 区 の い い と こ ろ を

多 く の 方 に 知 っ て も ら い た い と 始 め た 活 動 で す 。

活 動 は だ い た い 2 か 月 に 1 回 で す 。

み な さ ん 一 緒 に 散 歩 を 楽 し み ま し ょ う ★

文 京 探 索 委 員 会  代 表 　 え び さ わ け い こ （ 文 京 区 議 会 議 員 ）

次 回 の 活 動 は

9 月 3 0 日（   日   ） 午   前 1 1   時

茗 荷 谷 駅 集 合

エ ビ   ち ゃ ん 応   援   隊 ブ ロ グ
   htt p: / / a m e bl o.j p / e bi- ar u k u / 

① 江 戸 川 公 園  神 田 上 水 取 水 口 「 大 洗 堰 」
文   京   区   関   口 2 - 1 0 -  8 　 ☎ 0  3 -  3  9  4  3 - 1 1 1 1

庭   園   に   は   、 古   く   か   ら   東   京   の   名   水

に 数 え ら れ た 湧 水 が 自 噴 し て い

る 「 古 香 井 」 、 戦 国 時 代 の 茶 人

織 田 有 楽 （ 織 田 信 長 の 弟 ） 由 縁

の   層   塔 「   十   三   の   塔   」 、

江 戸 時 代 の 画 家 伊 藤

若 冲 の 五 百 羅 漢 の う

ち の 2 0 体 で 京 都 伏

見 の 石 峰 寺 に お か れ

て い た 「 羅 漢 石 」 な ど

多 く の 見   所   が   あ   る 。

② ホ テ ル 椿 山 荘 東 京

文   京 区 目 白 台 1- 1- 2 2 　 ☎ 0 3 -  3  9  4 1-  2 0 1 0

元 は 新 江 戸 川 公 園 と 呼 ば れ て い

た が 、 一 昨 年 区 民 公 募 で 「 肥 後 細

川   庭   園   」 と   改   名   し   た   。 こ   の   公   園   周

辺 は 、 江 戸 中 期 以 降 は 旗 本 の 邸

地   に   な   り   、 江   戸   末   期   に

は 清 水 家 や 一 橋 家 の

下   屋   敷   と   な   っ   た   。 そ   し

て 幕 末 に は 熊 本 5 4 万

石 の 細 川 侯 の 下 屋 敷

に   、 明   治 1 5   年   に   は   細

川 家 の 本 邸 と な っ た 。

③ 文 京 区 立 肥 後 細 川 庭 園
文 京 区 音 羽 1- 4- 4 　 ☎ 0 3- 3 9 4 1- 4 2 6 6

元 禄 十 年 桂 昌 院 殿 発 願 に よ

り 、 護 国 寺 建 立 の 時 、 同 所 に 鎮

座 し 明 治 六 年 現 在 地 に 遷 座 し

た   。 五   社   と   は   、 天   照   大   神   宮 ・ 八

幡 大 神 ・ 春 日 大 明

神 ・ 今   宮   大   明   神 ・ 三

部   大   権   現   で   あ   る   。 明

治 十 二 年 に は 虎 烈 刺

病 伝 染 除 の 祭 典 が

執   行   さ   れ   、 病   気   平   癒

の 御 利 益 が あ る 。

④ 今 宮 神 社 ・ 今 宮 五 社
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